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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し

【入院】
・澤口　利香様　東A11号室
・寺澤　武彦様　東D19号室

【転出】
・稲津　花江様　東C6号室→南C206号室

＜患者様連絡事項＞
・武部　道夫様～臨時薬同内容にて処方となる。

・立花　圭様～臨時薬同内容で処方となる。

・太田　富夫様～エンシュア同内容にて処方となる。
・丹内　栄子様～臨時薬同内容にて処方となる。

・赤石　陽介様～セロクエル同内容にて処方となる。また本日分のみ抗生剤点滴追加処方となる。

・小栗　健太郎様～持参薬を当院処方へ切り替えとなる。

・沼畑　宮子様～排便-8日目の為、小柳Drよりレシカルボン座薬1個処方となる。また、摘便の指示あり。

・関橋　長一様～昨日発熱あり、胸部CT施行指示あり。結果肺炎所見あり、本日より抗生剤点滴処方、本日夕より絶食指示あり。

・中居　伊佐男様～咽頭痛訴えあり、田名部DrよりPL2日分処方となる。

・飯田　修子様～咽頭痛訴えあり、深澤Drよりポピドンヨードガーグル1本処方となる。

・柳田　由美子様～腰痛訴えあり、柞木田DrよりIFオーダーに疼痛時追加、カロナール処方となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は迷惑行為有り早めに開放観察終了している。入室中は危険行為や不穏さ無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・関川　良雄様～身体拘束中。一時拘束解除し、見守りにて自力で食事摂取。異食行為や危険行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～自傷行為や衝動行為を自制出来ない状態の為、深澤Dr指示にて14:15身体拘束開始となる。入院時より当院へ入院となった事や主治医へ対する不満訴え聞かれている。16:20拘束をすり抜け右大腿部の創部をいじることあり、拘束位置調整している。

＜要注目患者様情報＞
・達中　勝子様～朝食は数口のみ、昼食は2/3摂取。ホールにて過ごしており、危険行為や問題行
動なく経過。

・沼畑　宮子様～各食1/3自力摂取出来ている。バイタルサイン異常無し。全身浮腫、紫斑持続している。

・浪岡　正志様～バイタルサイン異常無し。湿性咳嗽あるが、吸引施行するも少量しか除去できず。傾眠傾向で声掛けにも開眼せず。

＜入院患者様情報1＞
日　　時：1月25日　14:11
　氏　　名：澤口　利香（さわぐち　りか）様
　生年月日：平成5年1月26日（28歳）　
　病　　名：境界性パーソナリティー障害
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr．
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　H23年頃より注察妄想や幻聴が出現し、薬物やアルコールの乱用あり。H28年4月に飲食店へ勤務するが、同時期より幻聴や妄想が再燃。H28.5.16当院初診し入院加療開始。以降H29.3.29まで当院3回の入院歴あり。H29.5.10当院4回目の入院。H30.5.24に北病棟より飛び降り行為あり、第2腰椎脱臼骨折、頚椎棘突起骨折、骨盤骨折にて八戸市民病院へ救急搬送され手術・入院治療となる。身体状態改善したため、H31.2.21当院に転入院(当院5回目)となる。当院へ入院後も強迫行為や自傷行為、操作的な言動などの精神症状が持続しており、薬物調整や行動制限を行っていた。R3年10月頃から他の入院患者の言動や、病棟スタッフ、自身の要求が通らないことへの不満などを理由に、箸で自傷行為を行い受傷部位へ異物を挿入することあり、R3.11.26身体拘束開始。以降も受傷部位への異常な執着を繰り返し物理的な刺激を与え続けている状態。異
物除去と創部治療の目的にて、同年12.15に八戸市立市民病院転院、翌12/16に創部から綿棒や箸等を除去している。しかし12/23に身体拘束を自ら外しストローとガーゼを創部へ入れ、翌日に発覚。以後はつなぎ病衣やミトンの着用にて経過を見ており、1/6に創部は閉鎖。引き続きの当院で治療継続することとなり、R4.1.25東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。





＜入院患者様情報2＞
日　　時：1月25日　14:36
　氏　　名：寺澤　武彦(てらさわ　たけひこ)様
　生年月日：昭和29年8月25日　68歳
　病　　名：気分障害疑い、依存性パーソナリティ障害疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
[bookmark: _GoBack]　一昨年に妻様が死去し、現在は単身生活。元々浪費癖があり妻様が生前の頃は金銭管理は妻様が行っていた。65歳まで警察官として従事しており、その後2年は交番勤務し退職。同時期頃より、詐欺サイトへの金銭のつぎ込みをするようになる。家族介入にて一時落ち着いているかと思っていたが親戚から借金していることが発覚。自身の生命保険解約や定期預金解約しており、金銭的に困窮している状態。また、「（実際は行っていない）融資をしてお金がある。」「実は隠し財産があるから借金を返せる。」等、事実と異なる発言も聞かれている。家族は今後本人が消費者金融より借金する事や、悲観的になり自殺などの危険がないかと危惧しており、入院希望している状況。R4.1.25東Dユニットへ任意入院となる。
